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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射性試料が注入され放射線遮蔽ケースに収納されたシリンジを保持し、前記放射性試
料の放射能量を測定する放射能測定装置に装填される放射性試料ホルダであって、
　上端部に配設される放射線遮蔽板と、
　前記放射線遮蔽板に支持され、鉛直下方向に延在する第１シャフトと、
　前記第１シャフトに支持され、前記放射線遮蔽ケースを保持するケース保持部と、
　前記放射線遮蔽板に支持され、鉛直下方向に延在する第２シャフトと、
　前記第２シャフトに支持され、前記放射線遮蔽ケースに収納された前記シリンジを保持
するシリンジ保持部と、
　前記第１シャフト又は前記第２シャフトの上端部に連結して前記放射線遮蔽板の上部に
配設され、前記第１シャフト又は前記第２シャフトを前記放射線遮蔽板に対して上下変位
させる操作部と、
　を備え、前記操作部を操作して前記シリンジを前記放射線遮蔽ケースに対して出入可能
とすることを特徴とする放射性試料ホルダ。
【請求項２】
　請求項１記載のホルダにおいて、
　前記ケース保持部は、前記放射線遮蔽ケースの上部外周部を保持する第１保持部と、前
記放射線遮蔽ケースの下部外周部を保持する第２保持部と、前記放射線遮蔽ケースの側部
に突出して形成される突出部を保持する第３保持部とを備えることを特徴とする放射性試
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料ホルダ。
【請求項３】
　請求項２記載のホルダにおいて、
　前記第２保持部には、前記放射線遮蔽ケースに係合して該放射線遮蔽ケースを位置決め
することが可能な摩擦抵抗を付与する抵抗部材が配設されることを特徴とする放射性試料
ホルダ。
【請求項４】
　請求項１記載のホルダにおいて、
　前記シリンジ保持部は、前記シリンジを構成するシリンダの鍔部に係合することを特徴
とする放射性試料ホルダ。
【請求項５】
　請求項１記載のホルダにおいて、
　前記放射線遮蔽板と上下変位する前記第１シャフト又は前記第２シャフトとの間の摺接
部位には、前記第１シャフト又は前記第２シャフトを位置決めすることが可能な摩擦抵抗
を付与する抵抗部材が配設されることを特徴とする放射性試料ホルダ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放射性試料が注入され、放射線遮蔽ケースに収納されたシリンジを保持し、
前記放射性試料の放射能量を測定する放射能測定装置に装填される放射性試料ホルダに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　放射性試料を被検体に投与し、特定部位に集中する放射性試料から放出される放射線を
測定することにより、被検体の状態を検査する方法及び装置が開発されている。
【０００３】
　この場合、放射性試料は、通常、放射性試料分注装置（特許文献１参照）からシリンジ
に注入され、シリンジを介して被検体に投与される訳であるが、被検体の状態を正確に検
査するためには、シリンジに正確な量の放射性試料を注入しておく必要がある。そこで、
シリンジに注入されている放射性試料の放射能量を測定する装置として、非特許文献１に
開示された放射能測定装置が開発されている。
【０００４】
　この放射能測定装置は、放射性試料から放出される放射線による電離作用を利用したも
のであり、図１０に示すように、放射性試料が注入されたシリンジ２をホルダ４に保持さ
せ、センサを内包する円筒状の検出部６にホルダ４とともに挿入して測定を行う。
【０００５】
　ホルダ４は、検出部６の開口部に係合する係合部材８が上端部に配設され、この係合部
材８から鉛直下方向に延在するシャフト１０の下端部にシリンジ２を保持する保持リング
１２が配設されて構成される。シリンジ２は、シリンダ１４の鍔部１６を保持リング１２
の上面部に係合させた状態で針１８側を下として保持リング１２に保持される。
【０００６】
【特許文献１】特公平３－３１４６８号公報
【非特許文献１】ＣＵＲＩＥＭＥＴＥＲ　ＩＧＣ－７（アロカ株式会社カタログ　２００
０年９月発行）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、図１０に示すように、シリンジ２を剥き出しの状態として検出部６に挿入し
ようとすると、シリンジ２に注入された放射性試料によって作業者が被爆してしまうおそ
れがある。この場合、シリンジ２を放射線遮蔽ケースに収納した状態で供給すれば、この
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問題を回避することが可能である。しかしながら、放射線遮蔽ケースを装着したままでは
、放射性試料の放射能量を検出部６により高精度に測定することができない。
【０００８】
　本発明は、前記の課題を解決するためになされたものであり、外部に放射線の漏洩する
おそれがなく、シリンジに注入された放射性試料の放射能量を高精度に測定することので
きる放射性試料ホルダを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の放射性試料ホルダは、放射性試料が注入され放射線遮蔽ケースに収納されたシ
リンジを保持し、前記放射性試料の放射能量を測定する放射能測定装置に装填される放射
性試料ホルダであって、
　上端部に配設される放射線遮蔽板と、
　前記放射線遮蔽板に支持され、鉛直下方向に延在する第１シャフトと、
　前記第１シャフトに支持され、前記放射線遮蔽ケースを保持するケース保持部と、
　前記放射線遮蔽板に支持され、鉛直下方向に延在する第２シャフトと、
　前記第２シャフトに支持され、前記放射線遮蔽ケースに収納された前記シリンジを保持
するシリンジ保持部と、
　前記第１シャフト又は前記第２シャフトの上端部に連結して前記放射線遮蔽板の上部に
配設され、前記第１シャフト又は前記第２シャフトを前記放射線遮蔽板に対して上下変位
させる操作部と、
　を備え、前記操作部を操作して前記シリンジを前記放射線遮蔽ケースに対して出入可能
とすることを特徴とする。
【００１０】
　この場合、放射線遮蔽ケースにシリンジを収納した状態で放射能測定装置に装填した後
、放射線遮蔽板の上部に配設された操作部を操作して第１シャフト又は第２シャフトを上
下方向に変位させることにより、放射能測定装置内においてシリンジを放射線遮蔽ケース
から抜き出して放射能量を測定することができる。なお、測定が終了した後、操作部を操
作して再びシリンジを放射線遮蔽ケースに収納し、放射能測定装置から取り出すことがで
きる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の放射性試料ホルダは、外部に放射線の漏洩するおそれがなく、シリンジに注入
された放射性試料の放射能量を高精度に測定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は、本発明の放射性試料ホルダが適用される放射性試料注入測定システム２０の構
成図である。
【００１３】
　放射性試料注入測定システム２０は、作業台２２上に設置され、シリンジ２４に対して
所定量の放射性試料を注入する放射性試料注入装置２６と、作業台２２の略中央部に配設
され、シリンジ２４に注入された放射性試料の放射能量を測定する放射能測定装置２８と
、放射能測定装置２８を制御し、検出された放射能量を測定表示する測定表示部３０とを
備える。なお、放射性試料注入装置２６は、コントローラ３１によって制御される。
【００１４】
　ここで、シリンジ２４は、図２に示すように、鍔部３２を有するシリンダ３４と、シリ
ンダ３４の一端部に装着される針３６と、シリンダ３４の他端部から挿入されるピストン
３８とから構成され、鉛、タングステン等によって形成される放射線遮蔽ケース４０に収
納される。
【００１５】
　また、放射線遮蔽ケース４０は、シリンジ２４のシリンダ３４が挿入される挿入部４１
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を有し、挿入部４１の上部には、シリンダ３４に装着された針３６を外部に導出する上部
開口部４３が形成され、挿入部４１の下部には、シリンダ３４の鍔部３２及びピストン３
８を外部に導出する下部開口部４５が形成される。なお、下部開口部４５には、シリンダ
３４の挿入を容易とするためのテーパ面４７が形成されている。放射線遮蔽ケース４０の
外周部には、挿入部４１に挿入されたシリンダ３４に注入されている放射性試料の注入量
を外部から視認可能とする鉛ガラス板４２が装着されるとともに、放射線遮蔽ケース４０
を後述する放射性試料ホルダ６２に保持させるための突出部４９ａ、４９ｂが装着される
。
【００１６】
　放射性試料注入装置２６のコラム４４の前部には、シリンジ２４が収納された放射線遮
蔽ケース４０を保持する保持部４６と、シリンジ２４におけるピストン３８の鍔部４８が
係合する係合部５０とが配設される。保持部４６及び係合部５０は、上下に移動可能であ
る。保持部４６の上部には、放射性試料を収容した試料容器５２が装填される。
【００１７】
　また、保持部４６の側部には、シリンジ２４及び放射線遮蔽ケース４０を保持するため
の放射性試料ホルダ６２が一時的に載置される載置部６４ａ、６４ｂが配設される。図３
に示すように、上下に配設される載置部６４ａ、６４ｂは、放射性試料ホルダ６２が係合
する半円弧状の係合部６６ａ、６６ｂを有する。下部に配設される係合部６６ｂには、放
射性試料ホルダ６２の一部が係合する係合ピン６８ａ、６８ｂが植設される。
【００１８】
　一方、コラム４４の下端部には、放射能測定装置２８の上部と放射性試料注入装置２６
との間で移動可能な鉛遮蔽板５４が収納される。また、放射性試料注入装置２６の前部に
は、鉛を含むＬ字状の金属板５６ａ、５６ｂによって両側部が保持され、放射性試料注入
装置２６からの放射線を遮蔽する鉛ガラス板５８が配設される。鉛ガラス板５８は、放射
性試料注入装置２６に対して近接離間可能である。
【００１９】
　放射性試料注入装置２６から離間させた状態の鉛ガラス板５８と放射性試料注入装置２
６との間には、放射能測定装置２８が配設される。放射能測定装置２８は、図示しない放
射能センサを備えて作業台２２に収納される円筒体６０からなり、この円筒体６０には、
シリンジ２４及び放射線遮蔽ケース４０を保持した放射性試料ホルダ６２が挿入される。
【００２０】
　図３～図６に示すように、放射性試料ホルダ６２は、上面部にノブ７１を有し、タング
ステン等の放射線遮蔽材料からなる放射線遮蔽板７２と、放射線遮蔽板７２の下面部に装
着され、直径が放射能測定装置２８の円筒体６０の内径に略等しく設定されている円形の
ガイド板７３と、放射線遮蔽板７２から鉛直下方向に延在する第１シャフト７４と、第１
シャフト７４の下端部に装着され、直径が放射能測定装置２８の円筒体６０の内径よりも
やや小さく設定された円形のガイド板７６とを備える（図６参照）。
【００２１】
　また、放射性試料ホルダ６２は、上端部に操作部７８を有し、放射線遮蔽板７２及びガ
イド板７３を貫通し、鉛直下方向に延在する上下方向に変位自在な第２シャフト８０ａ、
８０ｂを備える。図７に示すように、第２シャフト８０ａ、８０ｂが貫通するガイド板７
３の孔部８２ａ、８２ｂの一部には、穴部８４ａ、８４ｂが連通し、この穴部８４ａ、８
４ｂにシリコンゴム等からなる円形状の抵抗部材８６ａ、８６ｂが変形した状態で挿入さ
れる。この場合、第２シャフト８０ａ、８０ｂの外周部と抵抗部材８６ａ、８６ｂとの間
に適切な摩擦抵抗を付与させることにより、第２シャフト８０ａ、８０ｂの上下方向に対
する変位動作を最適化することができる。なお、図８に示すように、第２シャフト８０ａ
、８０ｂの外径よりも孔部８２ａ、８２ｂの内径をやや大きく設定し、その間に抵抗部材
８８ａ、８８ｂを挿入してもよい。
【００２２】
　第１シャフト７４の略中央部には、シリンジ２４が収納された放射線遮蔽ケース４０の
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上部外周部が当接する凹部８９を有する第１保持部９０が固定される。また、第１シャフ
ト７４の第１保持部９０の下部には、放射線遮蔽ケース４０の下部外周部が挿入されるＵ
字状溝部９２を有する第２保持部９４が固定される。なお、Ｕ字状溝部９２には、放射線
遮蔽ケース４０の外周部に摺接して脱落を阻止するためのシリコンゴム等からなる弾性部
材９６ａ、９６ｂが装着される。さらに、第２保持部９４の下部には、放射線遮蔽ケース
４０の下部外周部に装着された突出部４９ａ、４９ｂを保持する第３保持部９８ａ、９８
ｂが固定される。なお、第１保持部９０、第２保持部９４及び第３保持部９８ａ、９８ｂ
は、放射線遮蔽ケース４０を保持するケース保持部を構成する。
【００２３】
　第２シャフト８０ａ、８０ｂは、第１シャフト７４に固定された第１保持部９０及び第
２保持部９４を介して下方向に延在する。第２シャフト８０ａ、８０ｂの下端部には、シ
リンジ２４のピストン３８が挿入されるＵ字状溝部９９を有し、放射線遮蔽ケース４０に
収納されたシリンジ２４の鍔部３２を下方向から支持するシリンジ保持台１００と、鍔部
３２の厚みに相当する間隙を介してシリンジ保持台１００の上部に配設され、鍔部３２を
上方向から支持するブラケット１０２ａ、１０２ｂとが固定される。シリンジ保持台１０
０及びブラケット１０２ａ、１０２ｂは、シリンジ保持部を構成する。なお、シリンジ保
持台１００は、上部に配設される第２保持部９４よりも所定量突出する段部１０６を有す
る。また、各ブラケット１０２ａ、１０２ｂは、シリンジ保持台１００の側部から２本の
ねじ部材１０４ａ、１０４ｂによってそれぞれ固定される。
【００２４】
　本実施形態の放射性試料注入測定システム２０は、基本的には以上のように構成される
ものであり、次に、放射性試料注入測定システム２０を用いた放射性試料の注入及び測定
手順について説明する。
【００２５】
　先ず、放射線遮蔽ケース４０の下部開口部４５からシリンジ２４を挿入した後、放射性
試料注入装置２６の保持部４６に放射線遮蔽ケース４０の部分を保持させるとともに、ピ
ストン３８の鍔部４８を係合部５０に係合させる。次いで、鉛ガラス板５８を放射性試料
注入装置２６側に移動させ、放射線の遮蔽状態を確保した後、コントローラ３１を操作し
てシリンジ２４への放射性試料の注入作業を開始する。
【００２６】
　この場合、シリンジ２４を保持した保持部４６及び係合部５０が上昇することで、上部
に配設された試料容器５２に針３６が刺入される。次いで、コントローラ３１から指示さ
れた放射性試料の注入量に従い、係合部５０が所定量下降することで、シリンダ３４に所
定量の放射性試料が注入される。
【００２７】
　放射性試料がシリンジ２４に注入された後、鉛ガラス板５８を放射性試料注入装置２６
から離間させ、放射線遮蔽ケース４０が装着された状態のシリンジ２４を保持部４６から
取り外す。次いで、載置部６４ａ、６４ｂに設置されている放射性試料ホルダ６２にシリ
ンジ２４を装着する。
【００２８】
　ここで、放射性試料ホルダ６２は、操作部７８を上端部まで引き上げた状態で、放射線
遮蔽板７２が載置部６４ａの上部に載置され、第２保持部９４及びシリンジ保持台１００
が載置部６４ｂの係合部６６ｂに係合した状態となっている。また、シリンジ保持台１０
０のブラケット１０２ａ、１０２ｂを固定するねじ部材１０４ａ、１０４ｂ間には、載置
部６４ｂに植設された係合ピン６８ａ、６８ｂが係合し、放射性試料ホルダ６２が載置部
６４ａ、６４ｂから容易に脱落しない状態となっている（図５参照）。
【００２９】
　そこで、作業者は、放射性試料注入装置２６から取り外したシリンジ２４を、針３６を
上にしたままの状態で放射性試料ホルダ６２に装着する。
【００３０】
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　すなわち、第２保持部９４のＵ字状溝部９２に放射線遮蔽ケース４０の下部を挿入する
ととも、放射線遮蔽ケース４０の上部を第１保持部９０の凹部８９に当接させる。このと
き、放射線遮蔽ケース４０の下部外周部がＵ字状溝部９２に配設された弾性部材９６ａ、
９６ｂによって確実に保持される。また、放射線遮蔽ケース４０の下部に配設された突出
部４９ａ、４９ｂが第２保持部９４の下部に配設されている第３保持部９８ａ、９８ｂに
係合して保持される。さらに、放射線遮蔽ケース４０に装着されているシリンジ２４の鍔
部３２がシリンジ保持台１００の段部１０６を介してシリンジ保持台１００及びブラケッ
ト１０２ａ、１０２ｂ間に挿入されて保持される（図３、図４参照）。
【００３１】
　なお、シリンジ２４の鍔部３２が係合するシリンジ保持台１００が連結された第２シャ
フト８０ａ、８０ｂは、図７又は図８に示すように、抵抗部材８６ａ、８６ｂ又は８８ａ
、８８ｂを介して上部のガイド板７３に所定の摩擦抵抗が付与された状態で保持されてい
る。従って、放射性試料ホルダ６２に対して放射線遮蔽ケース４０に収納されたシリンジ
２４を装着する際、自重によってシリンジ保持台１００が下降してシリンジ２４が放射線
遮蔽ケース４０から引き出されてしまう不具合が発生することがない。
【００３２】
　シリンジ２４及び放射線遮蔽ケース４０を放射性試料ホルダ６２に保持させた後、ノブ
７１を摘んで放射性試料ホルダ６２を載置部６４ａ、６４ｂから取り外し、放射能測定装
置２８の円筒体６０にガイド板７６側から挿入する。放射性試料ホルダ６２が円筒体６０
の内部に挿入されると、ガイド板７３が円筒体６０の開口部に係合するとともに、放射線
遮蔽板７２が円筒体６０の上端部に配設され、外部からの放射線の侵入、及び、放射能測
定装置２８から外部への放射線の漏洩を阻止し得る状態となる。
【００３３】
　次いで、放射性試料ホルダ６２の上部に突出している操作部７８を押し下げる。このと
き、操作部７８に第２シャフト８０ａ、８０ｂを介して連結されているシリンジ保持台１
００が、ブラケット１０２ａ、１０２ｂにシリンダ３４の鍔部３２を係合させた状態で下
降する。従って、シリンジ２４のシリンダ３４が放射線遮蔽ケース４０から抜き出され、
放射能測定装置２８の円筒体６０内に露呈する（図９参照）。
【００３４】
　そこで、放射性試料注入装置２６のコラム４４の下端部に配設されている鉛遮蔽板５４
をスライドさせて放射能測定装置２８の上部に配設し、外部からの放射線、例えば、放射
性試料注入装置２６の試料容器５２に残留する放射性試料からの放射線の侵入を確実に阻
止できる状態とした後、測定表示部３０の制御に基づき、シリンジ２４に注入された放射
性試料の放射能量の測定を行う。この場合、シリンジ２４が放射能測定装置２８内におい
て放射線遮蔽ケース４０から抜き出されているため、放射能量を高精度に測定することが
できる。
【００３５】
　放射能量の測定が終了した後、鉛遮蔽板５４をスライドさせてコラム４４の下部に収納
した後、放射性試料ホルダ６２の操作部７８を引き上げる。このとき、シリンジ２４がシ
リンジ保持台１００の上昇に伴って再び放射線遮蔽ケース４０に収納される。なお、放射
線遮蔽ケース４０の下部開口部４５には、テーパ面４７が形成されているため、シリンダ
３４を確実に放射線遮蔽ケース４０に収納させることができる。
【００３６】
　シリンジ２４を放射線遮蔽ケース４０に収納させた後、放射性試料ホルダ６２を放射能
測定装置２８から引き上げて作業を終了する。
【００３７】
　なお、上述した実施形態では、放射能測定装置２８内において、シリンジ保持台１００
を下降させることでシリンジ２４を放射線遮蔽ケース４０から抜き出すようにしているが
、例えば、シリンジ保持台１００を固定し、第２保持部９４を介して放射線遮蔽ケース４
０を上昇させてシリンジ２４を露呈させるように構成することも可能である。また、放射
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して構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の放射性試料ホルダが適用される放射性試料注入測定システムの構成図で
ある。
【図２】放射性試料が注入されるシリンジ及び放射線遮蔽ケースの構成図である。
【図３】シリンジを保持する放射性試料ホルダと、放射性試料ホルダを載置する載置部の
構成図である。
【図４】載置部を介して放射性試料ホルダに保持されたシリンジの正面図である。
【図５】載置部を介して放射性試料ホルダに保持されたシリンジの側面図である。
【図６】シリンジを保持した放射性試料ホルダを放射能測定装置に挿入する説明図である
。
【図７】放射性試料ホルダにおけるシャフトとガイド板との摺動部における構成説明図で
ある。
【図８】放射性試料ホルダにおけるシャフトとガイド板との摺動部における他の実施形態
の構成説明図である。
【図９】シリンジを保持した放射性試料ホルダを放射能測定装置に挿入して放射能量を測
定する状態の説明図である。
【図１０】従来技術に係るホルダの斜視説明図である。
【符号の説明】
【００３９】
２０…放射性試料注入測定システム　２４…シリンジ
２６…放射性試料注入装置　　　　　２８…放射能測定装置
３２…鍔部　　　　　　　　　　　　３４…シリンダ
３６…針　　　　　　　　　　　　　３８…ピストン
４０…放射線遮蔽ケース　　　　　　４９ａ、４９ｂ…突出部
６２…放射性試料ホルダ　　　　　　６４ａ、６４ｂ…載置部
７２…放射線遮蔽板　　　　　　　　７４…第１シャフト
７８…操作部　　　　　　　　　　　８０ａ、８０ｂ…第２シャフト
８６ａ、８６ｂ、８８ａ、８８ｂ…抵抗部材
９０…第１保持部　　　　　　　　　９４…第２保持部
９６ａ、９６ｂ…弾性部材　　　　　９８ａ、９８ｂ…第３保持部
１００…シリンジ保持台　　　　　　１０２ａ、１０２ｂ…ブラケット
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